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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い

で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
素
よ
り
組
合
員
各
位
か
ら
格

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か

ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
第
25
回
通
常
総
代
会
な

ら
び
に
理
事
会
に
お
い
て
役
員
が

一
新
し
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
が

地
域
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

す
べ
き
か
を
考
え
、
運
営
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
が
２
０
１

８
年
の
漢
字
を
「
災
」
と
示
し
た
よ

う
に
、
北
海
道
の
地
震
や
西
日
本
豪

雨
な
ど
自
然
災
害
の
多
い
年
で
あ
り
、

仮
想
通
貨
流
出
や
ス
ポ
ー
ツ
界
の
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
の
人
へ
の
災
い
が
多
い

年
で
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
管
内
に
も
台
風
24
号
・
25
号

が
襲
来
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
大

き
な
被
害
が
無
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

一
方
で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
に

お
い
て
は
、
政
府
か
ら
２
０
１
４
年

５
月
の
規
制
改
革
会
議
で
５
年
間
の

「
農
協
改
革
推
進
期
間
」
を
設
け
ら

れ
、
２
０
１
６
年
４
月
に
は
改
正
農

協
法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な

手
段
で
農
協
改
革
を
迫
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

農
協
改
革
の
狙
い
は
Ｊ
Ａ
事
業
が

守
っ
て
い
る
利
益
の
開
放
に
あ
り
ま

す
。
Ｊ
Ａ
県
中
央
会
や
連
合
会
を
解

体
す
る
事
で
Ｊ
Ａ
組
織
を
弱
体
化
し
、

公
認
会
計
士
や
会
計
監
査
法
人
の
導

入
に
よ
る
費
用
圧
力
で
経
営
を
悪
化

さ
せ
、
准
組
合
員
の
利
用
規
制
と
信

用
事
業
譲
渡
で
企
業
と
競
争
さ
せ
る

事
で
、
民
間
企
業
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
持
つ
利
益
を
吸
収
す
る
事
が
出
来

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
政
府
が

行
う
認
定
農
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
Ｊ
Ａ
の
利
用
状
況
の
調
査
で
自
己

改
革
が
不
十
分
だ
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、

信
用
・
共
済
事
業
の
縮
小
や
准
組
合

員
の
利
用
規
制
が
決
定
・
検
討
さ
れ

か
ね
ま
せ
ん
。

組
合
員
・
農
業
者
の
安
定
し
た
暮

ら
し
を
守
る
為
に
も
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
は
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業

生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
を

三
本
柱
と
し
た
創
造
的
自
己
改
革

を
行
い
、
総
力
を
も
っ
て
政
府
の
農

協
改
革
に
断
固
と
し
て
対
抗
い
た

し
ま
す
。

予
約
購
買
割
引
や
資
材
購
入
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
営
農
指
導
サ
ポ
ー
ト
、

制
度
資
金
の
取
扱
な
ど
で
所
得
増

大
・
生
産
拡
大
に
貢
献
し
、
職
員
の

イ
ベ
ン
ト
参
加
や
食
農
教
育
、
青
年

部
・
女
性
部
活
動
の
盛
り
上
げ
で
地

域
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
私
ど
も

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
が
少
し
で
も
地
域
貢

献
出
来
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
２
０
１
７
年
12
月
か
ら
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
る
組
合
員
・

認
定
農
業
者
へ
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
、
更
な
る
対
話
活
動
で
自
己
改

革
の
進
捗
を
伝
え
、
担
い
手
を
は
じ

め
と
し
た
組
合
員
・
農
業
従
事
者
に

Ｊ
Ａ
事
業
を
ご
理
解
賜
り
、
農
協
改

革
の
阻
止
に
ご
協
力
を
頂
き
た
く
思

い
ま
す
。

昨
年
12
月
30
日
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１
１
発

効
で
ほ
ぼ
全
て
の
農
産
物
に
対
し
て

関
税
が
撤
廃
さ
れ
、
ま
た
慢
性
的
な

人
手
不
足
に
も
悩
ま
さ
れ
る
な
ど
農

業
・
農
協
の
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
く

な
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
に

お
い
て
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
は
第
10
次

中
期
３
か
年
の
策
定
で
経
営
計
画
の

骨
子
を
定
め
、
協
同
組
合
と
総
合
事

業
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
こ
と
で
、

組
合
員
・
農
業
者
の
皆
様
へ
最
大
の

奉
仕
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き
の
経
営
理
念
の
下
に
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
組
合
員
・
地
域

住
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目

指
し
、
事
業
の
遂
行
と
健
全
経
営
に

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
皆
様
の
更
な
る
お
引
き
立

て
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
組
合
員
・
地
域
住
民

の
皆
様
方
に
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
念
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代表理事組合長
福吉　秀一

管理・経済担当常務
永野　照雄

信用担当常務
中川路　慎

常勤監事
木佐貫　幸伸
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志

本
年
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
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　ＪＡいぶすきが、地域の祭りを盛り上げました。
11月23日は鹿児島市喜入町の第33回喜入わいわい
まつりに参加。会場で、農産物を無料で貰える抽選
会や喜入産鹿児島黒牛の試食を行い、ＪＡ女性部が
うどん・そばコーナーを設け、販売しました。
　12月１日と２日のいぶすき産業まつりでは指宿
産黒牛の試食販売を行い、観葉青年部が観葉植物を
販売。指宿地区青年部も農協青年部コーナーを設け
農産物の販売をしたほか、指宿地区女性部はうどん
を出店し、ステージで演芸も披露。多くのお客さん
が訪れました。

ＪＡが地域の祭りに参加！

いぶすき
産業まつり

喜入わいわい祭り
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　ＪＡは11月25日、開聞運動場で第13回 JA-YOUTH旗争奪
ソフトボール大会を開きました。ＪＡ管内の各地区から10チー
ム約150人のソフトボール少年団が参加し、予選リーグと決勝
トーナメントで勝敗を競いました。
　なお、結果は以下の通りです。

　優勝　徳光ソフトボール少年団
　２位　大成ソフトボール少年団
　３位　山川ソフトボール少年団
　　　　別府ソフトボール少年団

白熱した試合に！
子どもたちが元気にプレー
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　ＪＡ管内で、2018年産エンドウ類の出荷に向けて、11月19日に指
宿市山川のＪＡ小川選果場で2018年度エンドウ類出荷説明会を、12
月４日には指宿市山川のＪＡ大山集荷場でソラマメ出荷説明会を開き
ました。病害虫防除や今後の栽培管理、集出荷体制について説明をす
るなど、部会全体で確認し、本格的な出荷に備えて意識統一を図りま
した。
　2018年産の豆類は、台風24号と25号の相次ぐ襲来で、約1700万円
の被害が発生。ＪＡでは被害を受けた農家へ病気や塩害の対策、殺菌
剤散布・潅水方法などを指導し、復旧を促してきました。

　ＪＡ共済が12月１日に開いた書道・交通安全ポスターコンクー
ル表彰式で、ＪＡいぶすき管内の児童、生徒が表彰されました。
書道の部で受賞した坂元里菜さんは「小学生から書道をして今回
の受賞はとてもうれしい。高校に進学しても書道を続けていきた
い。」と喜びを笑顔で話しました。ポスターの部で受賞した石場
寿花さんは「受賞したことが信じられない。指導してもらった先
生やお父さん、お母さんに感謝したい。」と話ました。
表彰内容は以下の通りです。

　石場さんは、東京都のＪＡ共済ビルで２月に開かれる全国表彰式へ出席します。

【書道の部】
坂元里菜さん（指宿市立山川中学校３年）
・県知事賞、ＪＡ共済連会長賞銀賞
庄瑛宇さん（北指宿中学校２年）
・金賞

【交通安全ポスターの部】
石場寿花さん（徳光小学校６年）
・ＫＫＢ鹿児島放送賞
・農林水産大臣賞（全国表彰）
笹山暖太さん（丹波小学校５年）
・ＫＹＴ鹿児島読売テレビ賞

　ＪＡと県立山川高等学校は11月23日、同校で
ＪＡ・山川高校あぐりスクールを開きました。管
内から参加した児童約25人は、同校生徒やＪＡ
職員に教わりながら、簡単豆腐作りやおから料理
作りを体験しました。指宿市立大成小学校４年生
の水流輝美さんは「甘みがあって、家で食べる豆
腐より美味しかった。」と話しました。

受賞した石場さん（左から１人目）、
坂元さん（２人目）庄さん（３人目）
笹山さん

表彰状を受け取る石場さん（左）

豆類出荷へ向け準備が進む

管内児童と生徒がコンクールで受賞

高校生と子ども達が
豆腐づくりに挑戦！
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　南九州市茶業振興会女性部は11月30日
から12月１日の２日間、熊本県上益城郡
甲佐町を訪問しました。乙女仮設団地で茶
を振る舞い、一煎パック・緑茶ドリップ・
手作りコースターを贈呈しました。女性部
会長の田原三知恵さんは ｢住民の方に被災
当時や今現在の話を聞かせていただいた。
私たちが丹精込めて作ったお茶を飲んで、
少しでもほっとした気持ちになってほし
い。｣ と話しました。

　11月26日、指宿市中部支所２階で
ＪＡ共済アンパンマンこどもくらぶ
ファーストサイン教室を開きました。
８組が参加し、きいれ浜田クリニック
の濵田歩美さんがファーストサイン
（視覚言語）の効果について説明。参
加した保護者は赤ちゃんとファースト
サインを実践したり、茶話会でお互い
の話をしたりしました。

　ＪＡ女性部は12月４日、一般社団法人家の光協会が開いた
2018年度鹿児島県家の光大会に参加し、家の光記事活用体験発
表で優秀賞を受賞しました。肝付要子さんが「家の光と仲間とと
もに」と題し、女性部活動やボランティアで活用した記事につい
て紹介。自身の経験と家の光の関わりについて発表しました。
肝付さんは、２月５日から７日までパシフィコ横浜で開催される
第61回全国家の光大会に出場し、発表します。

参
加
者
と
語
ら
う
女
性
部

県家の光大会で最優秀賞！

優秀賞を受賞した
肝付要子さん（右）

ファーストサインで
赤ちゃんと触れ合い

茶業女性部が
震災地域を訪問
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　ＪＡいぶすきえい野菜部会さつまいも専門部は11月29日、南九州
市頴娃町の釜蓋神社でサツマイモの「えい太くん（ベニハルカ）」の
奉納祈願を行いました。県、同市、生産者、ＪＡ関係者らが、18年産
の豊作と出荷の安定を願い、神社へ「えい太くん」を奉納しました。
　同市えい地区はサツマイモが特産品で、同専門部もかごしまの農林
水産物認証制度（Ｋ−ＧＡＰ）を13回連続で取得しています。
　ＪＡは南九州市頴娃町地区で、2018年度共販栽培面積37ヘクター
ルの本格出荷を12月に控え、目標900トンと見込みます。

　ＪＡ山川地区は11月30日、ＪＡカボチャ選果場で秋冬カボチャ
の目揃え会を開きました。生産者、市、ＪＡ職員が集荷されたカボ
チャを観察し、生育状況を確認のうえ、病害虫対策や肥培管理など
について解説。参加者は今後の作業内容を確認しました。
　中央経済課山川地区指導の汰木良平指導員は「生産者自身でも品
質を確認し、良品の出荷に努めて欲しい。」と話しました。

　ＪＡは11月20日、株式会社ＪＡ食肉かごしま南薩工場で第４回
ＪＡ肉牛枝肉共進会を開きました。管内から52頭が上場。１席と２
席を東川勝広さん、３席を株式会社高田畜産が受賞し、マーケット
ニーズ賞は有限会社上久保畜産が獲得しました。
　上場した枝肉は、平均で重量507.1キロ、ロース芯面積68.5平方セ
ンチ、ばらの厚さ8.3センチ、皮下脂肪2.8センチ、脂肪交雑（ＢＭＳ）ナンバー8.8となりました。
また、脂肪交雑の最高値12番が12頭上場し、高レベルの枝肉共進会となりました。

　ＪＡは11月19日から21日にかけて、指宿市開聞地区管内の公民館な
ど６カ所で早期水稲の栽培講習会を開きました。水田土壌の症状や肥料
の種類、除草剤の効率的な使用法について説明。集まった生産者は熱心に耳を傾け、今後の栽培
管理を学びました。
　ＪＡ開聞地区では、米の生産量を調整する減反政策で同じ水田を２年ごとに転作していました
が、2018年の政策廃止で水田の転作が無くなります。飼料用米の栽培が増え、連作圃場が増えてい
くことから、水田に生える雑草の急激な増加を抑制するため、生産者に細かく指導を行いました。

神社へ奉納するＪＡいぶすき
えい野菜部会さつまいも専門部の

尾曲宰部会長

表彰を受ける１席を受賞した
東川勝広さんの後継者東川哲明さん（左）

優秀な枝肉が上場　枝肉共進会

豊作願い神社へ奉納　えい太くん奉納祈願

秋冬カボチャを並べ、品質を確認

講習会で今後の水田管理学ぶ
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山川地区
お母ちゃんの味継承料理教室

雑巾を贈呈

喜入地区
喜入わいわまつり

　　指宿地区　
いぶすき産業まつり

11/15

11/27

11/23

12/1・2

女性部活動
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　ＪＡ青年部は11月22日、九州沖縄地区農協青年組織連絡協議
会が開いた2018年度ＪＡ九州沖縄地区青年大会に参加し、組織
活動実績発表コンクールの部で優秀賞を受賞しました。上川床義
一ＪＡ青年部長が「青年部から出来る農協改革」と題し、ＪＡ青
年部が働きかける事で出来る改革とは何かを発表。受賞に対し上
川床部長は「各県代表に負けないよう頑張ってきた事が、良い経
験になった。他県青年部員との交流で得た事を持ち帰り、最優秀
賞を受賞出来るよう活動を盛り上げていきたい。」と話しました。

　山川の小川地区で作られる、豆腐と卵を使った「こが
焼き」と、とり飯を作りました。秋を意識して柿なます
やジャンボインゲンなども添え、みんなで楽しく美味し
く食べました。

　喜入地区女性部でブースを設
け、うどんを販売しました。

　南さつま子どもの家から使い古し
たタオルを預かり、各地区女性部で
雑巾に縫い直して贈呈しました。

　指宿地区女性部でうどんコーナーを
出店しました。ステージでは演芸も披
露。多くのお客さんが訪れました。

受賞トロフィーを持つ上川床
部長（左）と表彰状を持つ福
吉秀一代表理事組合長

ＪＡいぶすき青年部が優秀賞受賞
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　ＪＡいぶすき山川野菜部会は11月21日、指宿市山川でＪＡ
いぶすき山川野菜部会合同役員会を開きました。県や市、部会
員など約60人が参加。各品目の役員が今後の栽培管理や計画
などを協議し、全体の合同役員会で意見交換を行いました。

　ＪＡ山川葉茎菜部会は11月９日、2018年度グリーンボール
出荷目揃会を開きました。生産者や県、ＪＡ職員ら15人は、
部会全体で出荷規格の確認や品種ごとの特徴などを確認。今年
度の出荷へ向けて意識統一をしました。葉茎菜部会長の木村琢
磨さんは「台風24号と25号の被害を受けたが、現在は回復し
ている。今後も病害虫管理を徹底し、全国の市場においしいグ
リーンボールを届けていきたい。」と話しました。

　ＪＡは11月15日、東京・名古屋・大阪・福岡の４市場で秋冬
作消費地会議を開きました。ＪＡが2017年度の実績と18年度の
計画、生育状況や出荷動向について報告。それぞれの市場と今後
の販売対策や重点実施事項について協議し、市場へ入荷される農産物の確認なども行いました。
　名古屋青果株式会社との会議に参加したＪＡいぶすき野菜部会協議会西山茂会長は、「集荷や
選果体制の強化を図り、市場に新鮮な農産物を卸せるよう努力していきたい。」と市場へ話しま
した。

　鹿児島県茶業会議所は
11月14日、かごしま茶
を継続的に販売する店舗
として認定されたかごしま茶販売協力店11社58店舗
に、季節の草花や茶の枝を発送しました。
　発送した茶の枝は、南九州市茶業振興会頴娃支部の
下窪純治支部長から提供して頂きました。

参加者にあいさつするＪＡいぶすき
野菜部会協議会の西山茂会長

市場へ挨拶するＪＡいぶすき
野菜部会協議会の西山茂会長

下窪支部長から提供された茶の枝

提供品を前にする南九州市茶業振興会の皆さん

野菜部会で合同役員会

出荷に向けて意識統一 グリーンボール目揃え

新鮮な農産物出荷へ向け協議
４市場で消費地会議

茶業会議所が茶の枝を提供
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Ｕターン、Ｉターン、中途採用を募集中です！

お問い合わせは

　　 ＪＡいぶすき
ＴＥＬ：０９９３−３５−３４１１
〒891-0516　指宿市山川成川3830
　　　　　　　  人事教育課　まで

職員を募集しています！
地元で
就職
したい！

JAで一緒に
働きましょう！

試験日は

　　　　１月１７日（木）
事務、営業など総合職で働けます！
農家さんや組合員さんへの技術指導を行う
営農指導職も募集しています！

受付期間は １月11日（金）まで！

２月以降も随時募集します！

各種手当支給や賞与支給、
完全週休２日制など充実の福利厚生！
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編
集
後
記

表紙の写真
　2019年の干支は亥です。亥年生まれの人はリーダーシッ
プ性が強く、何事にも自我をしっかりと持って取り組む指導者
タイプが特徴です。すべての行動に沈着である事と同時に熱心
なので、ひたむきであることを意味します。一方で、ひたむき
さが情緒に表れ、周囲との融和に欠けることにもなりかねませ
ん。冷静になる事を心掛けふたたびチャンスが来るのを待つと
良いでしょう。
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